
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
（
峡
北
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
五
日
ま
で
一

般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事

後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）

期
日

県
道

韮
崎
南
ア
ル
　
中
央
市
西
花
輪
字
古
宮
四
四
六
四
番

一
九
二
・
三

平
成
二
十
八

プ
ス
中
央
線

三
地
先
か
ら
　

年
十
一
月
二

中
央
市
東
花
輪
字
上
西
河
原
八
番
四

十
四
日

地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
三
百
六
十
七
号

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、

山
梨
県
県
土
整
備
部
砂
防
課
及
び
中
北
建
設
事
務
所
峡
北
支
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

急
傾
斜
地
崩

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
設
置
し
た
標
柱
番
号
一
号
か
ら
二
十
一
号
ま
で
の
標

壊
危
険
区
域

柱
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
番
号
二
十
一
号
と
一
号
の
標
柱
を
結
ん
だ
線
に
囲

ま
れ
た
区
域

標
柱
番
号
　
郡
　
　
市
　
町
　
村
　
大
　
　
字
　
　
字
　
　

地
　
　
番

窪
長
沢
の
２

一

北
杜
市

高
根
町

長
澤

上
手
林

一
九
六
五
番
三
地
先

道
路
敷

二

同

同

同

同

一
九
六
五
番
一

三

同

同

同

同

同

四

同

同

同

同

同

五

同

同

同

同

同

六

同

同

同

同

一
九
七
〇
番

七

同

同

同

神
明

一
六
三
三
番
二

目
　
　
　
次

告
　
　
　
示

○
道
路
の
供
用
開
始
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
九
九

○
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
九
九

公
　
　
　
告

○
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
〇
〇

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
〇
〇

公
安
委
員
会

○
犯
罪
捜
査
の
た
め
の
通
信
傍
受
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
傍
受
令
状
の
請
求
等
を
す
…
…
…
九
〇
〇

る
こ
と
が
で
き
る
司
法
警
察
員
の
指
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
三
百
六
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
中
北
建
設
事
務

所
（
峡
北
支
所
を
除
く
。）
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
五
日
ま
で
一

般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事

後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）

期
日

県
道

甲
府
市
川
三
　
中
央
市
西
花
輪
字
古
宮
四
五
八
八
番

一
三
二
・
一

平
成
二
十
八

郷
線

三
地
先
か
ら
　

年
十
一
月
二

中
央
市
東
花
輪
字
上
西
河
原
一
五
番

十
四
日

六
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
三
百
六
十
六
号

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
五
十
三
号
　
　
平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
七
、二
八
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

八
九
九

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
八
年

十
一
月
二
十
四
日

第
二
千
六
百
五
十
三
号

木　曜　日



八

同

同

同

上
手
林

一
九
七
〇
番

九

同

同

同

同

一
九
六
五
番
一

十

同

同

同

同

同

十
一

同

同

同

神
明

一
六
三
三
番
二

十
二

同

同

同

同

同

十
三

同

同

同

同

同

十
四

同

同

同

同

同

十
五

同

同

同

同

同

十
六

同

同

同

同

同

十
七

同

同

同

同

同

十
八

同

同

同

同

一
六
三
三
番
一

十
九

同

同

同

同

一
六
三
二
番

二
十

同

同

同

上
手
林

一
九
六
五
番
一

二
十
一

同

同

同

同

一
九
六
五
番
一
地
先

道
路
敷

公
　
　
　
告

土
地
改
良
区
役
員
の
退
任

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
笛
吹

川
沿
岸
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
が
退
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
●
　
　
　
　
　
斎

役
職
名
　
氏
名
　
　
　
　
住
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
退
任
年
月
日

理
事
　

倉
嶋
清
次
　

笛
吹
市
一
宮
町
千
米
寺
千
十
四
番

平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
一
日

地
一
　
　
　
　
　

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
二
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一

開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称
●
北
杜
市
白
州
町
下
教
来
石
字
北
原
二
百
四
十
三

の
一
、
二
百
四
十
三
の
二
の
一
部
、
二
百
四
十
四
の
二
の
一
部
、
二
百
四
十
四
の
三
の
一
部
、
二
百

四
十
四
の
四
、
二
百
四
十
四
の
五
の
一
部
、
二
百
四
十
四
の
六
の
一
部
及
び
二
百
四
十
五
の
一
の
一

部
の
区
域

二

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
　
東
京
都
港
区
赤
坂
六
丁
目
一
番
二
十
号
　
コ
カ
・
コ

ー
ラ
イ
ー
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
社
長
　
カ
リ
ン
・
ド
ラ
ガ
ン

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日

山
梨
県
知
事
　
　
後
　
　
藤
　
　
　
　
　
斎

一

開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称
●
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
勝
山
字
中
白
木
二
千

九
百
五
十
二
、
二
千
九
百
五
十
五
、
二
千
九
百
六
十
、
二
千
九
百
六
十
一
及
び
二
千
九
百
七
十
二
の

一
の
区
域

二

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
　
静
岡
県
沼
津
市
双
葉
町
九
番
十
一
│
二
号
●
不
二
運

輸
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
　
鈴
木
篤

公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
号

犯
罪
捜
査
の
た
め
の
通
信
傍
受
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
傍
受
令
状
の
請
求
等
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
司
法
警
察
員
の
指
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
赤
　
　
岡
　
　
利
　
　
行

犯
罪
捜
査
の
た
め
の
通
信
傍
受
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
傍
受
令
状
の
請
求
等
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
司
法
警
察
員
の
指
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

犯
罪
捜
査
の
た
め
の
通
信
傍
受
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
傍
受
令
状
の
請
求
等
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
司
法
警
察
員
の
指
定
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
第
一
号
中
「
刑
事
部
」
を
「
生
活
安
全
部
、
刑
事
部
、
交
通
部
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
公
報

第
二
千
六
百
五
十
三
号
　
　
平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
四
日

九
〇
〇

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番


